




Educational Programs on Vibration at the University Offering  
Automotive Mechanics Training Course
―Programs to Gain a Better Understanding of Automotive Fault Diagnosis 
through Different Experiments―
SETODA Masaru†，YOSHIDA Takenori†† and YOKOI Masayuki†
Abstract
　This paper describes the effect of educational programs on vibration problems required 
in automotive maintenance. These programs provide various experiments in both basic and 
applied fields. In these programs, experimental setup and analytical instruments are also 
devised so that students may perform experiments focusing on vibration measurement 
and data analysis by themselves.  In particular, a personal computer and cheap shareware 
program enabled us to easily do frequency analysis in place of an expensive FFT analyzer. 
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り２つの固有振動数 f1，f2 が現れる。（ f1 ＜ f0 ＜ f2 ）
　計算により，μおよび共振点 f1，f2 の値を求める。μ＝m/Mとすると， f1，f2 は式（５）で
表される。























Experimental result ［Hz］ 4.3 10.7


































































Front wheel Rear wheel
Right Left Right Left 
Car No.1 （New shock absorber） 1.39 1.38 1.95 1.75
Car No.2（Old shock absorber） 1.10 1.09 0.98 0.98
図20　突起乗り越し直前の実験車
Bump
14
30km/h）で乗り越した時の車体振動の収まり具合を乗員が五感で比較して判定した。判定は
乗車している学生が１号車，２号車を乗り較べた時の振動の収まり具合（減衰の速さ）を体感
による表示（早い，ややゆっくり，ゆっくり）の３段階により行った。
　図20は突起を乗り越す直前の実験車である。突起乗り越し時の１号車と２号車のショックア
ブソーバの劣化判定については，静的な状態と比較して，識別率は低かった。この一因として，
突起を乗り越す時に乗員（学生）が受ける体感，とくに車内での揺れの感じ方について個人差
が大きいことなどにより，静止時の劣化判定よりも難しいなどがあげられる。
５．結論
　本学部で行われてきた「振動・音響による自動車の故障診断」というテーマにおける実験・
実習より，自動車整備に必要な振動について基礎から応用まで比較的利用頻度が高いと思われ
る実験について説明してきた。
　しかし， 実車走行によりショックアブソーバの劣化を判定する動的実験では，劣化を識別で
きるような，より詳細な実験を計画したが，本学部の学生募集停止により中止せざるを得なかっ
た。
　一般に振動関係の実験では，動ひずみ計やFFT分析器などの専用機器に多額の費用がかか
るために，実験を躊躇することが多い。しかし，本学部では動ひずみ計は教材用を使用し，
FFT分析器は手持ちのPCに安価なシェアウエアソフトウエアをダウンロードして，できるだ
け一人で実験できるようにした。また，実験装置もできるだけ教員が自作して，手軽に実験が
行えるように工夫してきた。
　学生にとって実際に自分で考えながら実験を行うことは重要である。とくに自動車整備士を
目的としている学生にとって，本手法のように，自動車に関連づけて行う方法は，学生の興味
をより高め，授業におけるモチベーションの向上につながると思われる。
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